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■高知県の受託業者
　（株）バックスグループ　
◆退職（失

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
月
額
１
万

６
千
５
２
０
円（
令
和
５
年
度
）で
す
。

　
２０
歳
か
ら
満
６０
歳
ま
で
の
４０
年
間
、

全
期
間
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
は
、

６５
歳
か
ら
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給

す
る
た
め
に
は
、
保
険
料
を
納
め
た
期

間
や
保
険
料
を
免
除
さ
れ
た
期
間
な
ど

が
、
原
則
１０
年（
１
２
０
月
）あ
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
保
険
料
を
納

付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
申

請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶

予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け
ず
保

険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、
万
が
一
、

障
が
い
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態

が
発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎
年
金
・
遺

族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
本
人
・
配
偶
者
・
世

帯
主
の
前
年
の
所
得
が
一
定
の
基
準
額

以
下
の
場
合
に
、「
全
額
免
除
」
や
「
一

部
納
付（
一
部
免
除
）」
が
承
認
さ
れ
ま

す
。
　
　

　
こ
れ
ら
の
保
険
料
免
除
期
間（
一
部

納
付
を
含
む
）は
、
年
金
受
給
に
必
要

な
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、
保
険
料

を
全
額
納
付
し
た
と
き
に
比
べ
、
将
来

の
老
齢
基
礎
年
金
の
額
が
少
な
く
な
り

ま
す
。
免
除
さ
れ
た
保
険
料
は
１０
年
以

内
で
あ
れ
ば
、
後
か
ら
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
３
年
目
か
ら
は

加
算
額
が
つ
き
ま
す
。

◆
免
除
な
ど
の
申
請
期
間

　
免
除
申
請
を
希
望
す
る
場
合
は
、
年

金
事
務
所
や
役
場
国
民
年
金
担
当
窓
口

で
、
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
ま
た
は
年

金
手
帳
を
お
持
ち
に
な
り
、
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　
令
和
５
年
度
の
免
除
な
ど
の
受
付
は

７
月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ
、
７
月
〜
令

和
６
年
６
月
ま
で
の
期
間
を
対
象
と
し

て
審
査
し
ま
す
。
な
お
、
申
請
は
原
則

と
し
て
毎
年
度
必
要
で
す
。

◆
退
職（
失
業
）に
よ
る「
特
例
免
除
制
度
」

　
退
職（
失
業
）し
た
年
度
お
よ
び
翌
年

度
に
限
り
、「
特
例
免
除
制
度
」
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
通
常
、
保
険

料
が
免
除
さ
れ
る
た
め
に
は
、
本
人
・

配
偶
者
・
世
帯
主
の
所
得
基
準
の
範
囲

内
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
特
例

免
除
で
は
、
審
査
の
対
象
と
な
る
本
人

の
所
得
を
除
外
し
て
審
査
を
行
い
ま
す
。

　
特
例
免
除
を
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、

「
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
」
や
「
雇
用

保
険
被
保
険
者
離
職
票
」
な
ど
の
公
的

機
関
の
証
明
書
の
写
し
が
必
要
で
す
。

◆
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　
５０
歳
未
満
の
方
に
つ
い
て
は
、
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
若
年
者
納
付

猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
場
合
、
世
帯
主
の
所
得
は
審
査

の
対
象
外
と
な
り
、
本
人
・
配
偶
者
の

前
年
の
所
得
で
審
査
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

◆
学
生
納
付
特
例
制
度

　
学
生
の
場
合
は
、
一
般
の
免
除
申
請

は
で
き
ず
、「
学
生
納
付
特
例
」
の
申
請

と
な
り
ま
す
。
在
学
証
明
も
し
く
は
学

生
証（
両
面
の
写
し
）の
添
付
が
必
要
で

す
。

　
免
除
の
対
象
期
間
は
、
申
請
日
が
１

月
〜
４
月
の
場
合
は
、
前
年
の
４
月
か

ら
そ
の
年
の
３
月
ま
で
の
期
間
と
な
り
、

４
月
以
降
の
場
合
は
、
そ
の
年
の
４
月

か
ら
翌
年
３
月
ま
で
と
な
り
ま
す（
４

月
は
両
期
間
申
請
が
可
能
）。

　
ま
た
、
平
成
２６
年
４
月
か
ら
、（
申
請

時
点
よ
り
）過
去
２
年
１
カ
月
分
の
免

除
申
請
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
役
場
国
民
年
金
担
当
窓
口

ま
た
は
、
年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
令
和
４
年
５
月
よ
り
、
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
か
ら
国
民
年
金
手
続
き
の
電
子
申

請
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
対

象
手
続
き
は
左
記
盧
〜
蘯
の
と
お
り
で

す
。

盧
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
加
入
の

届
出（
退
職
後
の
厚
生
年
金
か
ら
の

変
更
な
ど
）

盪
国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予

の
申
請

蘯
国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特
例
の

申
請

※
「
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
」
と
は
、
行
政

役場からのお知らせ役場からのお知らせ

「
国
民
年
金
手
続
き
の
電
子

申
請
開
始
」
に
つ
い
て

蕁４３―

精
神
保
健
福
祉
相
談
「
嘱
託

医
相
談
」
の
ご
案
内

黒
潮
町
無
料
職
業
紹
介
所
に
つ
い
て

i

（
一
社
）７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
利
用
推
進
協
会
に
よ

る
テ
レ
ビ
受
信
障
害
対
策
工
事
に
つ
い
て

i

（
一
社
）
７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ
利
用
推

進
協
会
に
よ
る
テ
レ
ビ
受
信

障
害
対
策
工
事
に
つ
い
て

i

相談 教育 スポーツ・健康

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

「
国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度
」

に
つ
い
て

佐賀地域遺族会から解散に
ついてのお知らせ
　令和4年度末をもって、佐賀地域
遺族会は解散となりました。皆さん
には長い間、遺族会へのご理解、ご
支援をいただき大変お世話になりま
した。ありがとうございました。

佐賀地域遺族会 会長  山本　牧夫
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蕁４３―

iお金 仕事 その他

町
税
等
の
納
付
は
口
座
振
替

が
便
利
で
安
心

　
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
窓
口
で
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
、
行
政
機
関
な
ど

か
ら
の
お
知
ら
せ
通
知
の
受
信
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

※
電
子
申
請
を
行
う
に
は
、
マ
イ
ナ
ポ

ー
タ
ル
の
「
利
用
者
登
録
」
が
必
要

で
す
。
「
利
用
者
登
録
」
に
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
そ
の
受
け
取

り
時
に
設
定
し
た
パ
ス
ワ
ー
ド
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　
手
続
き
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
黒
潮

町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
国
民
年
金
ペ

ー
ジ
も
し
く
は
、
日
本
年
金
機
構
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
り
、
収
入
源
と
な
る
業
務
の
喪

失
や
売
り
上
げ
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、

所
得
が
相
当
程
度
ま
で
下
が
っ
た
場
合

の
臨
時
特
例
措
置
に
よ
る
国
民
年
金
保

険
料
免
除
・
納
付
猶
予
お
よ
び
学
生
納

付
特
例
申
請
手
続
き
が
、
令
和
４
年
度

分
の
申
請
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

　
な
お
、
左
記
の
期
間
の
保
険
料
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
臨
時
特
例
措
置
に

よ
る
申
請
手
続
き
が
可
能
で
す
。

・
学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
申
請
す
る

月
の
２
年
１
カ
月
前
の
月
分
か
ら
、

令
和
５
年
３
月
分
ま
で
の
保
険
料

・
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
制
度
は
、

申
請
す
る
月
の
２
年
１
カ
月
前
の
月

分
か
ら
、
令
和
５
年
６
月
分
ま
で
の

保
険
料

　
詳
し
く
は
、
役
場
国
民
年
金
担
当
窓

口
ま
た
は
、
年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
日
本
年
金
機
構
幡
多
年
金
事
務
所
で

は
、
３
カ
月
に
１
度
、
出
張
年
金
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
相
談
に
は
、
基
礎
年
金
番
号

通
知
書
ま
た
は
年
金
手
帳（
年
金
証
書
）

や
、
本
人
確
認
の
た
め
、
運
転
免
許
証

な
ど
の
顔
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
代
理
人
の

方
が
相
談
さ
れ
る
場
合
は
、
本
人
か
ら

の
委
任
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◆
日
時
　
７
月

２０
日（
木
）

　
　
　
　
午
前

１０
時
〜
正
午

　
　
　
　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

◆
場
所
　
佐
賀
支
所
１
階
町
民
室

◆
予
約

　
日
本
年
金
機
構
幡
多
年
金
事
務
所

蕁
３
４
―

１
６
１
６

○
お
問
い
合
わ
せ

　
本
庁 

住
民
課 

住
基
戸
籍
係

　
　
　
蕁
４
３
―

２
８
０
０

　
佐
賀
支
所 

地
域
住
民
課 

総
合
窓
口
第
２
係

蕁
５
５
―

３
７
０
１

　
日
本
年
金
機
構
幡
多
年
金
事
務
所

蕁
３
４
―

１
６
１
６

　
公
益
財
団
法
人
高
知
県
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す
。

　
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
な
ど
の
価
格

高
騰
に
よ
っ
て
実
質
的
な
賃
金
が
減
少

し
て
い
る
な
か
、
給
与
な
ど
の
増
額
を

行
う
県
内
中
小
企
業
者
な
ど
の
デ
ジ
タ

ル
技
術
へ
の
投
資
を
通
じ
た
生
産
性
を

向
上
さ
せ
る
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、（
公
財
）高

知
県
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ【
デ
ジ

タ
ル
技
術
活
用
促
進
事
業
費
補
助
金
 

追
加
公
募
】

https://joho-kochi.or.jp/digital/hojokin.php

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

１
、
補
助
対
象
者

高
知
県
内
に
本
社
ま
た
は
主
た
る

事
業
所
を
有
す
る
中
小
企
業
者
な

ど

２
、
対
象
期
間（
継
続
募
集
）

　
　
予
算
が
な
く
な
り
次
第
終
了

３
、
募
集
締
切

毎
月
末（
土
日
祝
の
場
合
は
そ
の

前
日
）午
後
５
時

４
、
申
請
方
法

（
公
財
）高
知
県
産
業
振
興
セ
ン
タ

ー
Ｈ
Ｐ
内
の
申
請
フ
ォ
ー
ム
か
ら

の
申
請
と
な
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

公
益
財
団
法
人
高
知
県
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー 

デ
ジ
タ
ル
技
術
活
用
促
進

事
業
費
補
助
金
事
務
局

蕁
０
８
８
―

８
４
５
―

６
６
０
１

　
〒
７
８
１
―

５
１
０
１

　
高
知
市
布
師
田
３
９
９
２
―

２

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
土
日
祝
除
く
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
る
、減
収
を
事

由
と
す
る
国
民
年
金
保
険
料

免
除
等
の
臨
時
特
例
措
置
が
、

令
和
４
年
度
分
の
申
請
を
も

っ
て
終
了
し
ま
す

「
年
金
相
談
」
の
ご
案
内

令
和
５
年
度
デ
ジ
タ
ル
技
術

活
用
促
進
事
業
費
補
助
金
の

追
加
公
募
の
ご
案
内

i

■高知県の受託業者
　（株）バックスグループ　
◆退職（失

申請フォームQR


